
宮
城
中
教
区
達
磨
祭 

９
月
１８
日
（日
）塩
竈
道
院
専
有
道
場
で
宮
城

県
中
教
区
主
催
の
「
達
磨
祭
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
「
達
磨
祭
」
は
少
林
寺
拳
法
の
原
型
を
イ

ン
ド
よ
り
中
国
の
崇
山
少
林
寺
へ
伝
え
た
達
磨
大

師
の
遺
徳
を
偲
ぶ
行
事
で
す
。 

当
日
は
、
宮

城
県
内

１５
道

院
支
部
道
場

が
集
ま
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
道
院

の
幹
部
を
中

心
に
４０

名
の

参
加
が
あ
り

ま
し
た
。
塩
竈

道
院
の
鎌
田

道
院
長
が
宮

城
県
中
教
区

長
を
務
め
て
お

り
、
鎌
田
道
院
長
が
導
師
つ
と
め
ま
し
た
。 

研
修
会
と
懇
親
会 

「
達
磨
祭
」
終
了
後
、
鎌
田
道
院
長
が
講
師
を

務
め
て
の
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
研
修
会
で

は
、
鎌
田
道
院
長
の
講
話
の
後
に
質
疑
応
答
及
び

討
論
に
移
り
、
活
発
に
意
見
交
換
が
出
来
ま
し

た
。
そ
の
後
、
懇
親
会
へと
移
り
ま
し
た
。 

今
回
の
達
磨
祭
は
、
儀
式
を
行
う
こ
と
も
大

切
で
は
あ
り
ま
す
が
、
各
道
院
支
部
道
場
、
そ
し

て
各
拳
士
の
交
流
が
一
番
の
開
催
目
的
で
す
。
懇

親
会
で
は
、
各
道
院
の
参
加
者
紹
介
そ
し
て
、
各

道
院
の
特
色
あ
る
指
導
方
法
や
活
動
が
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。
最
後
に
帰
ら
れ
た
方
は
午
後
９
時
過

ぎ
で
、
意
見
交
換
や
懇
親
を
十
二
分
に
図
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
参
加
し
て
下
さ
っ
た
拳
士
の
皆

さ
ん
、
料
理
を
つ
く
っ
て
く
れ
た
渡
辺
さ
ん
・進
藤

さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

佐
藤
勝
七
ヶ
浜
道
長 

五
段
合
格 

 

９
月
２２
日
よ
り
２４
日
の
３
日
間
に
わ
た
り
本

部
で
道
院
長
認
定
研
修
会
が
開
催
さ
れ
佐
藤
勝

助
教
が
受
講
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
２５
日
に
開
催
さ
れ
た
特
別
昇
格
試
験

に
於
い
て
、
見
事
五
段
に
合
格
し
ま
し
た
。
近
い

う
ち
に
七
ヶ
浜
道
院
の

道
院
長
と
し
て
許
可
が

下
り
る
も
の
と
思
い
ま

す
。
１０

月

１２

日
（
水
）

よ
り
佐
藤
道
院
長
を
中

心
に
す
す
め
て
い
た
だ

き
ま
す
の
で
、
七
ヶ
浜
所

属
の
拳
士
の
皆
さ
ん
、

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。 

 

仙
台
杜
都
道
院
Ｔ
Ｂ
Ｃ
の
取
材
を
受
け
る 

 

生
駒
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
が
少
林
寺
拳
法
に
挑
戦 

９
月
２８
日
（
水
）
、
仙
台
杜
都
（
せ
ん
だ
い
も
り

と
）
道
院
（
若
林
教
室
）
が
Ｔ
Ｂ
Ｃ
東
北
放
送
よ
り

取
材
受
け
ま
し
た
。
番
組
は
、
毎
朝
７
時
半
か
ら

８
時
半
ま
で
の
番
組
、
「ウ
ォ
チ
ン
グ
宮
城
」で
す
。 

当
日
は
、
番
組
を
担
当
す
る
生
駒
夕
紀
子
ア

ナ
ウ
ン
サ
ー
が
、
少
林
寺
拳
法
を
体
験
し
護
身
術

少林寺拳法 
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を
身
に
付
け

て
も
ら
う
内

容
で
す
。
渡

辺
博
恵
助
教

を
相
手
に
数

種
類
の
技
を

体
験
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。

最
後
に
は
、

マ
ス
タ
ー
し
た

技
を
演
武
披

露

し

ま

し

た
。 

鎌
田
道
院
長
の
手
料
理
で
懇
親
会
を 

少
林
寺
拳
法
の
体
験
を
撮
影
後
、
鎌
田
道

院
長
の
手
料
理
（
ゴ
ー
ヤ
と
豚
肉
の
炒
め
物
・

海
苔
ス
パ
ゲ

テ
ィ
ー
）
と

芋
煮
（
渡
辺

助
教
の
娘
さ

ん
に
つ
く
っ
て

い
た
だ
い
た
）

で
楽
し
い
懇

親
会
と
な
り

ま
し
た
。
当

日
は
、
稽
古

と
懇
親
会
と

で
約
１
５
名

の
方
が
参
加

協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。 

放
映
は
、
１０
月
５
日
（
水
）
７
時
半
か
ら
８
時

半
の
間
（
７
時
５０
分
頃
か
ら
１０
分
位
）
の
予
定
で

す
。
是
非
、
皆
さ
ん
ご
覧
下
さ
い
。 

仙
台
杜
都
道
院
夜
の
稽
古
を
開
設 

仙
台
若
林
教
室
は
、
現
在
本
部
へ
道

院
の
新
設
を
申
請
し
て
い
ま
す
。
道
院

名
称
は
、
仙
台
杜
都
道
院
（
せ
ん
だ
い

も
り
と
ど
う
い
ん
）
で
、
稽
古
会
場
の

変
わ
り
は
な
く
、
古
城
コ
ミ
ニ
テ
ィ
ー
セ

ン
タ
ー
で
す
。 

現
在
は
、
日
中
の
稽
古
の
み
で
活
動

し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
道
院
の
申
請

と
同
時
に
夜
の
稽
古
も
開
設
し
ま
す
。

１０
月
１２
日
（
水
）
よ
り
毎
週
月
・
水
曜

日
の
午
前
１０
時
１５
分
か
ら
１１
時
４５

分
と
夜
の
６
時
半
か
ら
９
時
ま
で
（
年
少
８
時
ま

で
）と
な
り
ま
す
。 

 柳
沢
さ
ん
を
訪
ね
て 

 

９
月
１６
日
（
金
）
に
渡
辺
助
教
が
柳
沢
ヒ
ロ
子

さ
ん
を
訪
ね
て
く
れ
ま
し
た
。 

柳
沢
さ
ん
は
、
遠
刈
田
温
泉
の
保
養
地
（
別
荘

地
）
内
で
毎
日
大
自
然
を
満
喫
し
て
元
気
満
々
で

す
。
温
泉
付
き
で
す
し
、
直
ぐ
近
く
に
は
露
天
風

呂
も
あ
り
、
温
泉
三
昧
が
出
来
て
う
ら
や
ま
し
い

で
す
ね
。
皆
さ
ん
是
非
、
遊
び
に
行
っ
て
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
。 

 

秋
の
入
会
者
募
集 

 

１１
月
よ
り 

塩
竈
道
院
の
夕
方
の
稽
古
を
開
設 

来
月
よ
り
夕
方
の
稽
古
（
午

後
５
時
か
ら
６
時
半
ま
で
）
を
開

設
し
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
夜
の

稽
古
の
開
始
は
７
時
か
ら
に
変

更
予
定
で
す
。 

今
月
よ
り
、
ポ
ス
タ
ー
等
に
よ

り
入
会
者
の
募
集
を
行
い
た
い

と
思
い
ま
す
。 

皆
さ
ん
の
知
り

合
い
や
近
所
、
同
僚
の
方
な
ど
へ

の
呼
び
か
け
を
お
願
い
致
し
ま

す
。 

 

昇
段
・昇
級
コ
ー
ナ
ー 

 

昇
級
関
係 

９
月
３０
日 

【
塩
竈
道
院
】 

早
川
光
一
・
進
藤
雅
江
（
一
級
）
、

藤
井
祐
美
加
（三
級
）、
兼
平
琴
子
（五
級
）、 

【七
ヶ
浜
支
部
】 

渡
辺
直
人
・森
智
彦
（八
級
） 

【仙
台
杜
都
】 

柴
田
清
利
・宗
宮
知
恵
（三
級
） 

 

「幹
部
紹
介
コ
ー
ナ
ー
」と
「拳
士
紹
介
コ
ー
ナ
ー
」

は
、
今
回
紙
面
の
関
係
で
掲
載
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。 

＜今後の主な予定＞ 

◎ 中教区長会議 １０月２２日（土） 金剛禅総本山少林寺 

◎ 宮城武専 １０月２３日（日） 午前９時～４時半 青葉体育館 

◎ 武道専門学校 講師研修会 １０月２９日（土） 岩手県盛岡 

◎ 塩竈教区主催昇級試験 １０月２８日（金） 午後６時５０分より 多賀城中学校武道館 

柳沢さんと渡辺助教 遠刈田にて 


